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【目的】
動物介在活動の効用は広く知られているが，我が国

では単発の「ふれあい」に留まるケースが多く，連続
したセラピーにおけるクライエント（Cl）・動物

（犬）・セラピスト（Th）の三者関係に注目した研究
は少ない。児童・青年期の Cl にとって動物が持つ治
療的効果のひとつに「成長 , 変容の助け」があるとい
う（村瀬，1997）。「ふれあい」を超えた先には何が
起こるのか。Cl・犬・セラピストの三者の関係性（三
項関係）が，Cl の「成長・変容」に及ぼす影響を考
えてみたい。

【方法とセラピードッグ】
報告者が運営するカウンセリングルームを訪れた

Cl のうち，「ふれあい」の段階を超えて継続的にセラ
ピーを行った 6 事例を検討した。セラピードッグの
ポピーは，報告者の飼い犬であり，元保護犬の中型
ミックス犬（5 歳，雌）。臆病で恥ずかしがり屋だが，

譲り受けた動物団体でセラピードッグのトレーニング
を受けている。

【結果と考察】
（1）　Cl/ 犬 /Th/ 関係性 4 様相（表①）。
（2）　関係性が「ふれあい」を超える条件

Cl と犬の関係性が「特別な他者」へと発展するた
めには，「連続性」「既知の関係性」「安定性」が重要
であることが示唆された。さらに，両者の距離を縮め
るための調整役としてのセラピストの存在が不可欠で
ある。この三者の関係性が継続することで，複層的な
信頼関係（Cl と Th/Cl と犬 / 犬と Th/Cl と Th と犬）
が構築されることがわかった。

（3）　�三項関係安定以降，総じて事例に生じた変化・
事象（様相別）表②

Cl と犬の相互作用により両者の行動に変容が起
こったことが推察される。ドッグセラピーにおける

「三項関係」は「物」でなく「いきもの」であるため
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即興性に富んだ力動が生まれ，Cl への刺激となる。
（4）　考察

三項関係が安定した事例では，Cl の行動変容が観
察された。安心，安全な空間と時間が継続的に担保さ
れた，つまり，「トライアングルのような安全地帯が
機能したこと」によって，犬への愛着が生まれ，双方
向の関わりの中で得た小さな自信が主体性につなが
り，安全基地機能が高まったためだと考えられる。
Th の役割は二者をつなぎ，結び付け，双方が安心で
安全に楽しく過ごす工夫をしながら，Cl の話に耳を
傾けることであった。たとえばセラピーに取り入れて
いる散歩は，対峙を避け，対話のきっかけとなり，室
内で行う R.E.A.D（写真＊②）は自分の話を否定せず
聴いてもらえる貴重な体験となった。そして，臆病な
犬が Cl への親しみを自ら表現したことも意味深いと
いえよう。元保護犬であるポピーに自身の傷つき体験
を重ね合わせる Cl が多く，「回復」や「表現」の見

本となったからだ。Levinson（1962）の言葉「犬は
こどもを映す鏡」のように，犬は Cl にとって「動く
鏡」として存在し，「成長・変容できる見本」として，
プラスのエネルギーを賦活させたといえる。

【倫理的配慮と利益相反】　
Cl（と保護者）から書面で承諾を得ている。また

動物の負担を考慮し，1 日 1 ケース，2 日間連続しな
い形でセラピーを実施した。本報告に関わる利益相反
はない。
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